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いる。後者は、４つのベー シック・テー マと13のテー マから構成されており、これら13のテー マをとおして、本研究の
目的である「児童養護施設で生活する入所児のレジリエントな状態に寄与するワー カー のはたらきかけの要素」を提示し
ている。以上の研究の３つの段階をふまえたうえで、第５章では、本研究の結果を総括している。とりわけ調査１・２の






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文は、リスクとレジリエンスの概念に関する理論的精緻化によって、わが国のレジリエンス研究の礎を提供し、ま
た「成功事例」を対象とした福祉実践研究に新たな方途を提供することになった。実践面への貢献としては、児童養護施
設入所児のレジリエントな状態が偶然にもたらされるものではなく、ワー カー のかかわりによって必然的にもたらされる
  
ことを実証的に明らかにしたことは、入所児の良好な適応状態に向けたワー カー の援助の根拠と基盤を提示するものであ
る。これらの点で、本論文は高く評価できる。慎重に審査を行った結果、本審査委員会は申請論文が博士（学術）の学位
を授与するに値するものと認めた。 
